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２． ICPC と専修大学のこれまでの実績 
2.1. ICPCとは 
 ICPC は，世界規模のコンピュータ学会である







 ICPC は 1970 年に開始された歴史のある大会である
が，1997 年以降 IBM がスポンサーになって以来，規模










は，1998 年〜2002 年，2004 年〜2007 年，2011 年〜2012
年と，15 回中 10 回，選抜されている。これは，過去に

























３． 2011 年 ICPC アジア地区予選の結果 
3.1. チームメンバーと基本的なチーム戦術 
 2011 年度に専修大学から参加したチームは 1 チーム
であり，4 年生 3 人（井上和博，小林良太，本田智史）
によって構成された。この 3 人は，2 年生のときから



















 以下では，国内予選（2011 年 6 月 24 日），アジア地
区予選日本福岡大会（2011 年 11 月 13 日），アジア地区
予選台湾新竹大会（2011 年 11 月 26 日）について順に
述べていく。 
3.2. 国内予選 
 国内予選は 3 時間のコンテストで，7 問出題される。3
年次のとき参加した 2010 年大会では 3 問正解したが，3
問目を正解したのが終了間際と遅かったため，チーム別
順位 57 位（大学別順位 26 位）で国内予選を通過するこ
とができなかった。そのときの予選通過ラインは，3 問
を素早く解くか，4 問以上正解となっていた。確実に予
選通過するために，開始 80 分程度で 3 問正解し，コン
テスト終了する 3 時間以内に 4 問目を正解する，という
目標を立てて大会に臨んだ。 
 結果は，4 問を正解しチーム別順位 26 位（大学別順位
15 位）で予選通過することができた。予選通過ボーダー
ラインは，チーム別順位 35 位（大学別順位 18 位）で，












11 分 38 秒 1 問正解(A 問題) 42 位 40 位 
22 分 22 秒 2 問正解(B 問題) 17 位 40 位 
63 分 10 秒 3 問正解(C 問題) 22 位 37 位 
151 分 48 秒 4 問正解(D 問題) 25 位 37 位 
 







 3 問目に正解した C 問題は，バックトラックによる探
表 1 ICPC での専修大学チームの成績 
年度 国内予選 アジア地区予選（日本） アジア地区予選（台湾） 
1998  1 問正解  
1999 3 問正解（14 位，通過） 2 問正解  
2000 2 問正解（31 位，通過） 0 問正解  
2001 2 問正解（20 位，通過） 1 問正解  
2002 1 問正解（41 位）   
2003 2 問正解（48 位）   
2004 3 問正解（26 位，通過） 2 問正解  
2005 3 問正解（29 位，通過） 1 問正解 3 問正解（大学別順位 7 位入賞） 
2006 3 問正解（36 位，通過） 0 問正解 1 問正解 
2007 3 問正解（36 位，通過） 2 問正解 4 問正解（大学別順位 13 位入賞）
2008 2 問正解（79 位）   
2009 2 問正解（52 位）  1 問正解 
2010 3 問正解（57 位）  3 問正解 
2011 4 問正解（26 位，通過） 4 問正解（大学別順位 18 位入賞） 7 問正解（大学別順位 9 位入賞） 





































 結果は，目標通り 4 問正解であった。表 3 に実際の正
解経過を記載した。 
 
表 3 アジア地区予選（日本）での正解経過 
開始からの時刻 回答状況 誤り回数
33 分 1 問正解(A 問題)  
129 分 2 問正解(B 問題)  
224 分 3 問正解(D 問題) 8 
266 分 4 問正解(F 問題) 5 
 
 1 問目を正解したところまでは順調であったが，2 問
目の B 問題に問題読解ミスがあり，B 問題を正解したの
が 20 番目とやや出遅れることになった。そこから，D
問題と F 問題を，井上と小林で交互にやっていったが，
誤りが多く（D 問題で 8 回，F 問題で 5 回），時間を消
耗することになってしまった。 
 結果としては，4 問正解したものの，4 問正解チーム
の中で最も時間がかかってしまったため，参加 35 チー
ム中，チーム別順位 24 位（大学別順位 18 位）と，例年
では入賞できない順位となってしまった。幸い，5 番目
に多く解かれている C 問題の難易度が高く，早めに 4 問
正解したチームも 4 問正解で止まってしまったため，4





























選 D 問題で使用したビット DPをこの問題にも適用した。 
3.4. アジア地区予選台湾新竹大会 
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を探すことができなくなるリスクがある。 
 結果は，過去最高の 7 問正解で，大学別順位 9 位（チ
ーム別順位 17 位）に入り入賞することができた。表 4
に実際の正解経過を記載した。 
 
表 4 国内予選での正解経過 
開始からの時刻 回答状況 誤り回数 
40 分 1 問正解(B 問題)  
52 分 2 問正解(D 問題)  
70 分 3 問正解(E 問題)  
94 分 4 問正解(C 問題)  
118 分 5 問正解(A 問題) 2 
247 分 6 問正解(G 問題)  





台湾開催大会としては珍しく，A, B, C, D, E に易しめの
問題，F, G に中難易度と，アルファベット順にグルーピ
ングされていた。 






























の概略は，最後の第 5 節にまとめて記述することにする。 
 
表 5 正解した問題に対して必要となる知識 
問題 必要となる知識 
国内 A  
国内 B スタック 
国内 C バックトラックによる探索 
国内 D ビット DP（動的計画法），二次元幾何
（円） 
アジア日本 A  
アジア日本 B 全探索 
アジア日本 D 最短経路，ダイクストラ法の応用 
アジア日本 F ビット DP（動的計画法） 
アジア台湾 A 全探索，二次元幾何（点の距離） 
アジア台湾 B 最短経路，ダイクストラ法の応用 





アジア台湾 F 横型探索，二次元幾何（回転） 
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５． ICPC 台湾新竹大会で解いた問題の概
要と考え方 
 ICPC 台湾新竹大会で解いた 7 問について，問題の概
要と，実際に正解を得るために考えたアルゴリズムとデ
ータ構造について述べていく。コンテストでは小林が A, 
D, F を，井上が B, C, E, G を担当した。 
 http://icpc2011.chu.edu.tw/files/allproblem.pdf に問
題文の原文があるので，詳細はそちらを参照してほしい。
ACM-ICPC Live Archive にも収録されている。 





5.1. 問題A (Hidden Terminal Problem) 
問題概要 
 2 次元平面上の点が N 個与えられる(N≦100)。閾値と




アが R 以下の距離にあるものが 2 つ，R より大きい距離
にあるものが 1 つとなるもの。 
コンテストでの考え 
N が 100 以下なので，O(N3)のアルゴリズムでも間に
合う。 
すべての 2 点間の距離が R 以下にあるかどうか調べ，
その結果を 2 次元配列に格納する(O(N2))。 
総当たり（3 重ループ）で，すべての点の順列を作る。
点の順列を A, B, C とすると，A, B 間の距離が R 以下，
B, C 間の距離が R 以下，A, C 間の距離が R より大きい
場合に，総数カウントを一つ増やす (O(N3)) 。 















5.3. 問題C (Probability Computation) 
問題概要 
 n 桁(n≦200)の二進数 X を考える。各桁の値が 1 にな
る確率 piが与えられる。Q(2≦Q≦99), R(0<R≦Q)が与
えられたときに，X mod Q = R となる，二進数 X の出現
確率を求める。(mod は余りを求める演算) 
コンテストでの考え 
 二進数 X の左から i 桁分の mod Q の値が v である確
率 prob[i][v]を，動的計画法で順に求めていけばよい。 
 X の左から i 桁の数字列を b1 b2…bi-1 biとする。i+1 桁
の数字列は b1 b2…bi-1 bi bi+1である。 
b1 b2…bi-1 bi bi+1 = 2* (b1 b2…bi-1 bi) + bi+1 
という関係にある。したがって，X の左から i 桁分の mod 
Q の値が v であるならば，左から i+1 桁分の mod Q の
値は，bi+1 の値にしたがって，次の 2 つの内のいずれか
である。 
1. (v * 2 + 1) mod Q (bi+1= 1 の場合) 
2. (v * 2 + 0) mod Q (bi+1= 0 の場合) 
 prob[i][v]が求まっていたとすると，prob[i][v] * pi を
prob[i+1][(v * 2 + 1) mod Q]に加算し，prob[i][v] * (1.0 - 
pi)を prob[i+1][(v * 2) mod Q]に加算していくように，動
的計画法の計算を進めていけばよい。 






















































































5.7. 問題G (Finding Feasible Paths) 
問題概要 
 再帰関数を含む，C 言語のプログラムが与えられる。


























2012 年大会に臨んだが，残念ながら 2012 年は，2011
年ほどの結果を出すことはできなかった。2011 年チーム




 2011 年のメンバーは，3 年間に渡って，粘り強く練習
を重ねてきた。何かを達成するためには，良い練習方法
と，あきらめずに粘り強くトライをし続ける心と，両方
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